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2024年３月15日 

各   位 

 

会 社 名 ＶＡＬＵＥＮＥＸ株式会社   

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  C E O  中村 達生 

 (コード番号 4422 東証グロース)  

問合せ先 専 務 取 締 役  C F O 鮫島 正明 

 (ＴＥＬ 03－6902－9833)   

 

 

2024年7月期通期業績予想（連結・個別）に関するお知らせ 
 

当社は、2023年９月14日に公表の「2023年７月期  決算短信〔日本基準〕（連結）」及び2023年12月14日に

公表の「2024年７月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」において未定としておりました2024年７

月期（2023年８月～2024年７月）の通期業績予想について下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2024年７月期通期連結業績予想（2023年８月１日～2024年７月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回公表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

－  － － － － 

今回発表予想（Ｂ） 772 59 60 60 21.27 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －   

増 減 率 （ ％ ） － － － －   

（ご参考）前期実績 
（2023 年７月期） 

704 38 37 37 13.20 

 

 

２．2024年７月期通期個別業績予想（2023年８月１日～2024年７月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回公表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

－  － － － － 

今回発表予想（Ｂ） 532 9 11 11 4.07 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －   

増 減 率 （ ％ ） － － － －   

（ご参考）前期実績 

（2023 年７月期） 
575 59 59 59 20.88 

※売上高は子会社に対する売上高を含んでおります。 
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３．公表の理由  

2024年７月期の通期業績予想につきましては、国際情勢不安、円安の進行、物価上昇など景気動向につい

ていまだ予断を許さない状況が続いており、当社グループの業績に与える影響が不透明であることから未定と

しておりました。依然として、先行き不透明な状況は続くものの、現時点において入手可能な情報や予測に基

づき通期連結業績予想及び通期個別業績予想を公表いたします。 

 

 コンサルティング売上につきましては、先行き不透明な状況の影響は残っているものの、米国でのデータ解

析に対するニーズの継続的な高まりにより、内部取引消去後米国コンサルティング売上の通期見込みを237百

万円（前年比71.6％増）、国内は209百万円（同9.3％減）と見込んでおります。 

ASP売上につきましては、先行き不透明な状況の影響は残っているものの、国内ASP売上通期見込みを303百

万円（前年比4.8％減）、米国は16百万円（同46.9％増）と見込んでおります。 

各段階利益につきましては、国内において売上減少や人材投資・円安による外貨建て債務のコストが増加

していること、米国においては人材投資等のコストが増加しているものの、グローバル戦略による売上増加を

見込み、前年比で個別業績は減益、連結業績で増益を見込んでおります。 

 以 上 
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